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予算総額
4億突破

大
巾
な
追
加
予
算
可
決

公
共
建
物
建
設
な
ど

第
三
回
十
日
町
市
定
例
議
会
は
、
去
る
十
二
日
開
か
れ
三
日
間
の

日
程
で
一
般
質
問
及
び
昭
和
三
十
六
年
度
十
日
町
市
歳
入
歳
出
追

加
更
生
予
算
外
十
四
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
、
厚
生
体
育
舘
の
建
築
約
二
千
万
円
（
本
年
分
）
、

甫
立
保
育
所
の
建
築
約
六
二
〇
万
円
、
飛
二
小
学
校
屋
内
体
育
舘

の
建
築
約
一
五
〇
万
円
、
国
県
事
業
に
対
す
る
市
の
負
担
金
追
加

分
約
三
〇
〇
万
円
、
生
活
保
護
費
の
追
加
分
四
〇
〇
万
円
等
あ
わ

せ
て
約
五
千
万
円
の
大
巾
な
追
加
予
算
と
な
り
、
一
般
会
計
の
予

算
規
模
も
遂
に
四
億
円
を
突
破
、
市
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
大
型
予

算
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
市
議
会
も
慎
重
に
審
議
を
い
た
し
ま
し

た
。
以
下
は
そ
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

一
般
質
問
は
　
　
一
市
）
が
候
補
地
に
な
っ
て
お
る
。
い

　
当
市
の
教
育
の
基
本
方
針
、
．
消
防

庁
舎
建
設
の
問
題
、
基
幹
都
市
構
想

と
道
路
交
通
の
問
題
、
飯
山
線
改
善

と
貨
物
駅
集
約
化
の
問
題
、
今
後
の

財
政
問
題
等
、
市
政
全
般
に
つ
い
て

二
十
一
件
の
質
問
が
熱
心
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
特
に
基
幹
都
市
構
想
と

と
交
通
の
問
題
に
つ
い
て
市
長
は

「
現
在
政
府
で
考
え
て
い
る
基
幹
都

市
は
県
内
で
三
ヵ
所
（
新
潟
市
、
長

岡
市
i
柏
崎
市
、
直
江
津
市
⊥
局
田

　　　　　　　　　　　　　馨

　　　　　　　　　　　難
　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　禰　　　　　　　諒
　　　瀦誠

羅

す
れ
も
重
要
港
を
持
ち
陸
上
に
お
い

て
も
交
通
の
要
衡
に
あ
る
都
市
で
、

十
日
町
市
は
残
念
な
が
ら
立
地
条
件

が
悪
く
恩
恵
を
受
け
難
い
、
そ
こ
で

．
十
日
町
市
と
し
て
は
上
越
線
と
三
国

友
道
に
通
す
る
道
路
の
整
備
、
直
江

、
津
港
に
通
す
る
道
路
の
整
備
、
及
び

飯
山
線
の
改
善
、
上
越
西
線
の
新
設

等
に
よ
っ
て
発
展
を
図
り
た
い
」
と

見
解
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
議
案
に
つ
い
て
は

　
十
五
議
案
と
も
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通

り
決
定
し
ま
し
た
が
、
主
な
る
も
の

は
、
市
立
保
育
所
の
建
箋
ー
旧

十
日
町
小
学
校
跡
地
に
木
造
平
屋
建

二
〇
・
五
坪
を
約
六
二
〇
万
円
で

本
年
度
中
に
完
成
す
る
も
の
。

　
厚
生
体
育
舘
の
建
築
－
旧

十
日
町
小
学
校
跡
地
に
軽
量
鉄
骨
造

り
二
階
建
延
六
三
三
坪
を
約
四
八
O

O
万
円
の
予
算
で
建
築
す
る
も
の

で
、
本
年
は
基
礎
工
事
を
行
な
い
来

秋
ま
で
に
完
成
す
る
も
の
。

　
昭
和
三
十
六
年
度
追
加
更

正
予
算
i
議
会
費
約
六
万
七
千
円

市
役
所
費
三
十
九
万
七
千
円
、
消
防

羅
万
円
、
土
木
費
約
四
百
五
＋
二

万
六
千
円
、
教
育
費
約
百
四
十
二
万

円
、
社
会
及
び
労
働
施
設
費
約
千
百
、

八
十
万
八
千
円
、
保
健
衛
生
費
約
三

十
二
万
六
千
円
、
産
業
経
済
費
九
二

万
六
千
円
、
則
産
費
八
万
二
千
円
、
統
　

計
調
査
費
一
万
六
千
円
、
公
債
費
六

十
三
万
六
千
円
、
諸
支
出
金
二
千
八
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十
四
万
一
千
円
と
そ
れ
ぞ
れ
追
加
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

正
と
な
っ
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
の
．

当
初
予
算
は
約
三
億
四
千
百
五
十
五
一

万
円
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
追

『
加
約
四
千
九
百
二
十
六
万
円
を
加
え

一一
る
と
約
四
輿
＋
九
万
円
讐
奮

一は
じ
め
て
四
億
円
台
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
織
物
業
を
中
心
と
す
る

　

希
税
の
馨
と
、
事
董
の
増
大
に

伴
な
う
国
県
の
補
助
起
債
の
増
額
等

が
主
な
る
原
因
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
請
願
に
つ
い
て
は

　
学
区
変
更
に
関
す
る
請
願
（
上
田

原
部
落
児
童
を
飛
一
小
学
校
に
通
学

さ
せ
る
件
）
は
文
教
厚
生
委
員
会
付

託
。

　
大
池
周
囲
巡
地
道
路
開
設
請
願
は

←

V
／
、
歯

経
済
委
員
会
付
託
。

　
市
道
二
子
線
拡
張
に
関
す
る
請
願

市
道
丸
通
運
送
店
暗
渠
改
良
に
関
す

る
請
願
。

厚
生
体
育
舘
や

　
　
　
　
　
市
立
保
育
所
建
つ

八
一
〇
平
方
麿
（
約
五
、
七
〇
〇
坪
）

の
利
用
は
九
月
の
定
例
市
議
会
に
お

い
て
市
立
保
育
所
及
び
厚
生
体
育
舘

の
建
設
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

　
〔
輪
出
織
物
試
験
場
〕

　
職
業
訓
練
所
に
続
い
て
建
築
、
六

月
県
議
会
に
お
い
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
平
家
建
三
九
六
平
方
麿

（
二
6
坪
）
が
一
千
万
円
決
定
、

更
に
九
月
県
議
会
に
は
施
設
費
八
O

O
万
円
の
追
加
計
上
が
内
定
し
て
お

り
ま
す
。
敷
地
は
約
一
、
〇
一
三
平

方
麿
（
三
〇
七
坪
）
を
県
に
無
償
貸

付
し
た
も
の
。

　
〔
市
立
保
育
所
〕

　
輸
出
織
物
試
験
場
隣
に
建
築
、
木

造
平
家
建
約
三
、
六
五
平
方
麿
（
一

一
〇
坪
）
収
容
定
員
は
九
〇
名
職
員

数
は
所
長
以
下
七
名
を
予
定
、
来
年

四
月
一
日
よ
り
開
所
す
る
も
の
。

　
〔
厚
生
体
育
舘
〕

　
旧
敷
地
の
真
中
は
小
学
校
の
通
学

道
路
と
な
り
、
続
い
て
厚
生
体
育
舘

が
建
築
、
軽
量
鉄
骨
造
り
二
階
建

（
雪
は
自
然
落
下
）
、
間
口
一
九
、

五
間
、
奥
行
一
八
間
、
総
面
積
は
二

〇
九
三
平
方
麿
（
六
三
三
坪
）
、
収

容
人
員
は
ス
タ
ン
ド
、
座
席
五
〇
〇

人
、
競
技
場
座
席
約
千
人
、
立
席
約

二
千
人
と
な
る
の
で
、
各
種
の
屋
内

競
技
大
集
会
等
に
利
用
で
き
る
。

　
〔
†
日
町
公
民
舘
〕

　
七
月
水
月
庵
よ
り
現
位
置
に
移
り

灘
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＼
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稲
作
は
七
年
続
き
の
豊
作
と
い
わ
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
れ
、
い
ま
農
家
は
稲
刈
作
業
に
大
　

煮

童
で
す
。
二
百
十
日
も
無
事
過
ぎ

て
お
天
気
は
い
ま
の
と
こ
ろ
順
調

で
す
が
台
風
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
こ

　
　
　
　
れ
ら
の
突
発
的
な
災
容

≦みのりの秋玄

が
心
配
さ
れ
ま
す
が
農

林
気
象
協
会
か
ら
の
気

象
情
報
か
ら
み
た
下
旬

概
況
は
前
半
は
曇
．
雨
天

が
多
い
見
込
み
で
す
が

後
半
は
回
復
に
向
い
ま

す
。
し
か
し
晴
天
は
長

つ
づ
き
し
な
い
で
し
ょ

う
。
気
温
は
前
半
に
低

温
の
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
後
は
大
半
平
年
並
に
な

り
ま
し
ょ
う
。
降
水
量
は
や
＼
多

く
叉
日
照
は
平
年
並
の
見
込
み
と

い
う
こ
と
で
す
◇
市
内
尾
崎
所
見

ず
5
累
2
／
ン
〉
＞
＞
≧
ミ
、
～
き

　
十
日
町
小
学
校
の
城
ヵ
丘
移
転
に

一
伴
い
、
聖
地
に
な
る
旧
敷
約
一
八
、

＼

グ

　
　
＝
＝
一
嗣

塵
》

　
＝
＝
二
一

　
，
餌
町
卜
唾
〆
遵
昂

　
－
，

一千痢

盗
陥
…
轟

一　
通
学
道
路
改
修
に
関
す
る
請
願
、

市
道
船
坂
、
池
沢
線
改
修
に
関
す
る
．

露
・

一・
栄
町
地
内
の
側
溝
改
修
に
関
す
る
一

「嘉
．

冊
鍵
長
に
関
す
る
請
願
．
の
五

・
件
は
そ
れ
だ
れ
建
設
委
員
会
に
付
託

一
と
な
り
ま
し
た
。

一
　
…
－
ー
・
ー
　
　
　
ー
　
1

騨
棘
犠
絆
羅
鐘
鮪

｝
で
の
間
七
教
室
は
小
学
校
の
低
学
年

｝
の
生
徒
が
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
お
詫
び

皿
市
報
第
五
七
号
（
七
月
号
）
一
面

一
の
水
沢
村
と
の
合
併
記
事
中
に
合

一＝
併
申
入
書
を
手
交
し
た
と
あ
り
ま

二
す
が
申
入
れ
を
行
っ
た
の
誤
り
に

ξ
嚢
藷
び
い
た
し
ま

・
す
。

　
手
続
を
次
に
列
記
い
た
し
ま
す
。

　
◎
住
宅
、
家
財
の
損
害
が
そ
の
財
産

　
　
の
価
額
の
半
分
以
上
に
及
ぶ
場
合

　
　
で
、
本
年
度
分
の
所
得
（
利
子
所

　
　
得
を
除
く
）
の
合
計
額
が
二
一
〇

　
　
万
以
下
の
と
き
は
「
災
害
減
免

　
　
法
」
に
よ
る
減
免
を
受
け
る
こ
と

　
　
が
で
き
ま
す
。

　
◎
住
宅
、
家
財
、
事
業
用
の
固
定
資

　
　
産
に
受
け
に
損
害
額
が
一
年
間
の

　
　
所
得
金
額
の
一
割
以
上
に
及
ぶ
と

　
　
き
は
、
そ
の
一
割
を
超
え
る
金
額

　
　
を
所
得
税
法
に
よ
る
「
雑
損
控

　
　
除
」
と
し
て
控
除
を
受
け
る
こ
と

　
　
も
出
来
ま
す
。
も
っ
と
も
以
上
は

　
　
重
復
し
て
控
除
を
受
け
る
こ
と
は

　
　
出
来
な
い
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か

　
　
一
方
に
限
ら
れ
て
い
て
、
納
税
者

　
　
に
有
利
な
方
法
を
選
択
し
て
よ
い

　
　
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
以
上
の
減
免
申
請
方
法
そ
の
他
手

　
続
の
詳
細
に
つ
い
て
は
税
務
署
に
お

　
尋
ね
下
さ
い
。
　
（
十
日
町
税
務
署
）

｝㎜　ノ厚赫皿ゾニ

被
災
者
の
税
金

”
災
害
減
免
法
”

今
年
も
大
小
幾
つ
か
の
台
風
や
集

で
は
早
速
こ
の
被
災
者
に
た
い
し
て

中
豪
雨
で
各
地
に
多
大
の
被
害
を
も
｝
所
得
税
の
減
額
承
認
申
請
書
提
出
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
限
を
延
長
し
た
り
、
第
一
期
の
納

た
ら
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
国
税
庁

町小学校公売・建物’踊1図ぜ

＼
錘

鋳

轍
難

ロ
ロ

、
由
～

屋内賜

騰玄
関

期
限
を
延
ず
等
、
そ
の
救
済
に
努
め

て
い
ま
す
。
九
月
は
叉
台
風
の
シ
ー

ズ
ン
に
入
っ
て
お
り
運
悪
く
災
害
を

受
け
た
場
合
税
金
は
ど
う
な
る
か
等

心
配
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
災
害
を
受
け
ら
れ
た
方
の
救
済

酒
類
の
密
造
は
や

め
ま
し
よ
う

　
当
署
管
内
の
酒
類
密
造
は
年
た
減

少
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
が
い

ま
だ
に
相
当
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
の
で
本
年
も
管
内
の
各
地

に
密
造
防
止
の
標
語
を
書
い
た
標
柱

を
建
て
防
止
に
努
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
法
に
ふ
れ
、
家
庭
を
暗
く
す

る
密
造
酒
は
や
め
ま
し
よ
う
。
そ
れ

か
ら
ブ
ド
ウ
の
実
で
酒
を
つ
く
る
こ

と
も
ど
ぶ
ろ
く
同
様
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
御
注
意
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
公
　
　
告

十
日
町
小
学
校
校
舎
一
部
の
建
物
を
左
記
に
よ
り
公
売
致
し
ま
す
。

一
、
入
札
に
付
す
る
建
物

▽
所
在
地
　
十
日
町
市
辰
甲
八
O
八

▽
建
物
の
構
造
及
び
坪
数

　
①
木
造
璽
鉛
板
葺
二
階
建
（
建
坪
二
八
、
二
五
坪
、
延
坪
二
二

　
　
八
、
二
五
坪
）

　
②
木
造
亜
鉛
鉄
鉄
板
葺
平
家
建
（
建
坪
一
二
坪
）

　
③
木
造
亜
鉛
鉄
板
蕩
平
家
建
（
建
坪
七
〇
坪
）

　
④
木
造
亜
鉛
鉄
板
葺
平
家
建
（
建
坪
三
〇
坪
）

　
⑤
木
造
亜
鉛
鉄
板
葺
平
家
建
（
建
坪
一
二
、
五
坪
）

　
⑥
木
造
亜
鉛
鉄
板
葺
二
階
建
（
建
坪
六
二
、
五
坪
、
延
坪
コ
一
五
坪
）

註
”
上
図
を
参
照
下
さ
い
。

二
、
入
札
期
日
昭
和
三
十
六
年
九
月
二
十
一
日

　
▽
現
場
説
明
　
午
前
九
時

　
▽
入
札
（
現
場
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分
か
ら

三
、
契
約
条
項
、
そ
の
他

　
①
入
札
当
日
細
部
に
つ
い
て
説
明
致
し
ま
す
。

　
②
今
回
公
売
す
る
建
物
は
工
場
、
農
舎
、
畜
舎
、
物
置
等
に
適
当

　
　
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
③
照
会
に
つ
い
て
は
市
役
所
財
政
課
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

．
§
ξ
、
N
ミ
N
多
’

q
●
●
◎

9
σ
9
●

9
　
9

●
　
9

響

◎

誘
し
吻
哲

！ノZ／ZZ〃ZZZ耀〃ノノ

第
4
9
回
中
魚
沼
総
合
家
畜
品
評
会

会
　
　
期
　
九
月
二
十
一
日
（
木
）

会
　
　
場
　
十
日
町
市
四
日
町
家
畜
市
場

出
品
家
畜
　
和
牛
、
乳
牛
、
種
豚
、
め
ん
羊

瓢
耀
職
撫
合
せ
㎜

▽
一
〇
時
三
〇
分
－
比
較
審
査
（
種
豚
、
め
ん
羊
）
　
　
　
　
“

▽
西
時
－
馨
菱
　
　
　
　
備

▽
壽
－
講
評
及
び
審
授
与
式
　
　
　
鋤

▽
一
六
時
ー
閉
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

電
報
は
一
一
五
番
へ
　
　
　
　
　
　
　
〃

蔀
擁
講
難
畢
劉
旙
離
㎜

鎌
懇
鷺
薦
縫
田
鷺

鶴
鰯
講
贈
酪
耽
撫

こ
れ
は
今
後
長
距
離
の
自
動
即
時
通
話
を
実
施
す
る
場
合
に
正
　
卿

　
確
に
聴
取
出
来
る
よ
う
に
変
え
た
も
の
で
す
。
発
信
音
と
同
じ
　
陥

高
さ
で
マ
ン
マ
ン
マ
ン
は
藷
し
中
で
す
・
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襯

獅
数
耀
通
電
話
回
線
は
＋
二
離
欄
㎜

雛
難
講
謙
欝
熱

れ
て
お
り
ま
す
一
日
も
早
く
と
復
旧
作
業
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
　
伽

　
今
回
の
被
災
を
貴
重
な
教
訓
と
し
て
「
禍
を
転
じ
で
福
と
な

　
の
意
気
で
建
設
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も

し
く
ご
援
助
と
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
お
礼
と
い
た
し
ま
す

　
　
昭
和
三
十
六
年
八
月
十
七
日
　
　
三
条
市
畏
　
金
子
　
六
郎

和
三
＋
六
年
度
第
三
次
二
等
陸
海
空
士
募
集

　
募
集
人
員

　
二
等
陸
士
　
約
四
三
〇
〇
人
　
　
二
等
海
士
　
約
二
〇
〇
〇
人

一
葦
士
約
甕
。
人
計
　
約
七
九
吾
傷

一
灘
翻
灘
攣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
．
遜

男
子
で
、
学
校
教
育
法
に
定
め

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
書
翻
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰻
驚
滋
．

醗
羅
都
条
灘
蕪
　

▽
受
繰
　
　
餓
灘
　
　
皿

　
　
昭
和
三
十
六
年
九
月
一
日
（
金
）
～
昭
和
三
十
六
年
一
〇
月

　
　
三
十
一
日
（
火
）
　
　
　
　
　
　
詳
細
は
市
役
所
市
民
課
へ

N
ミ
…
§
蕊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
－
』
【
盈
1
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蹴
喋
一

一
四
、
八
四
四
人

一
十
代
が
七
〇
〇
〇
人

一

　
去
る
七
月
一
口
実
施
い
た
し
ま
し

た
住
民
登
録
実
態
調
査
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す

と
十
日
町
市
の
人
口
は
四
一
、
九
八

六
人
、
世
帯
数
は
七
九
二
八
世
帯
で

調
査
前
に
比
べ
、
人
口
で
は
一
、
〇

四
〇
人
、
世
帯
数
八
八
世
帯
と
そ
れ

一
ぞ
殺
っ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
し

【
た
。
ま
た
昨
年
十
月
一
日
現
在
調
査

し
た
国
勢
調
査
と
比
べ
て
み
ま
す
と

人
口
で
は
二
三
七
人
、
世
帯
数
一
八

八
世
帯
と
同
様
減
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
各
地
区
別
の
人
口
、
世
帯

一
及
び
住
宅
関
係
、
年
令
別
人
口
も
別
』

乾
燥
を
充
分
に

　
　
　
　
米
の
出
荷
包
装
も
し
つ
か
り
と

一
、
包
装
、
荷
造
の
改
善

　
重
量
ば
五
・
八
キ
。
～
六
〇
三
♂
が

よ
く
、
ナ
ワ
の
配
列
は
均
整
に
小
口

か
が
り
を
堅
く
し
め
、
サ
ン
俵
の
中

央
部
が
突
出
な
い
よ
う
に
す
る
。
タ

テ
、
ヨ
コ
ナ
ワ
は
共
に
直
掻
一
Q
、
ゾ

仕
上
げ
の
も
の
。

一
一
、
乾
燥
の
改
善

　
稲
架
の
掛
け
方
は
余
り
密
に
し
な

い
で
な
る
べ
く
あ
ら
く
し
、
日
数
は

通
常
二
週
間
。
稲
あ
げ
は
午
後
二
時

か
ら
四
時
頃
ま
で
、
な
お
通
風
乾
燥

【
機
の
利
用
に
よ
り
水
分
過
多
の
軟
質

㎝
米
を
無
く
し
ま
し
よ
う
。

『
三
・
出
荷
計
望
叢
藩

一
部
落
叉
は
農
家
組
合
別
旨
別
出

藪
馨
た
て
・
警
製
作
成

ぎ
・
馨
に
は
馨
委
薯
と
認

夢
忘
れ
な
い
よ
う
・
藁
せ
ん
の

㎜
記
入
事
項
は
も
れ
な
く
記
入
し
、
特

一
に
今
年
は
ウ
ラ
面
に
茸
嘉
し
委

ハ
　
　
に
も
　
　
す
る
こ
と
に
な
っ
て

奮
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

叢

表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
年
令
別
人
口
構
成
を
み
ま

す
と
就
業
人
口
は
男
二
、
三
一
〇

人
、
女
一
三
、
五
三
四
人
、
計
二

　　　　　　　　　回市騰・
蘇

A

A

洒
、
八
四
四
人
で
醤
一
歪
の
二

『
O
、
O
八
二
人
に
比
較
す
る
と
四
、

一
七
六
二
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
内
訳

［
を
み
ま
す
と
、
十
三
才
の
男
六
四
五

一
と
女
六
二
一
名
が
最
も
多
く
、
、
O

㎜
才
～
九
才
が
七
、
七
一
四
人
、
十
代

…
が
九
、
二
二
人
、
二
十
代
が
七
、

［
O
八
九
人
、
三
十
代
が
五
、
七
九
三

『
人
、
四
十
代
四
、
二
九
七
人
、
五
十

㎜
代
が
三
八
六
〇
人
、
六
十
代
が
二
、

り

㎜
四
七
三
人
、
七
＋
代
塑
、
二
九
九

一
人
、
八
＋
代
が
三
一
一
美
、
孕
代

二
八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
最
高
年

令
は
九
十
七
才
の
男
一
名
と
な
っ
て

』
い
ま
す
。

流
行
す
る
日
脳

　
　
　
　
　
秋
の
健
康
を
守
ろ
う

　
　
　
　
　
衛
生
害
虫
の
ぼ
く
滅
も

　
今
年
の
日
本
脳
炎
の
発
生
は
九
月

一
日
現
在
県
下
に
お
い
て
三
十
一
名

に
達
し
、
昨
年
に
比
べ
二
十
九
名
の

増
加
で
あ
り
ま
す
。
　
（
本
郡
市
で
は

川
西
町
、
橘
に
一
名
発
生
し
て
い
ま

す
）
こ
の
よ
う
な
異
状
発
生
の
状
況

か
ら
今
後
発
生
の
最
盛
期
を
迎
え
多

発
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分

気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

　
発
生
源
の
駆
除
処
置
と
し
て
は
蚊

の
産
卵
場
所
（
ボ
ー
フ
ラ
の
発
生
場

所
）
は
汚
水
の
た
ま
り
は
一
週
間
に

一
回
位
D
D
T
殺
虫
ペ
ー
ス
ト
等
を

｛念　　廷｛（　41，986

・
亀

オー以1

－79

－69

5
蝋
攣

一59

－54

－49

－44

－39

……難……轟」、

4

　　　　り5

ウ
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間借i借家持家世帯女男人口地区
2，83612，0865・8i2421

1，7661，608　77181
1，1849631

1111銘1311，1
880i851115i14

7・8ε616・66翌i79714？8

7，857
5，061

　），491

　　　713

2，495
12・461

122，078

6，646
4，689
2，927

　　　760

2，479
2，407

1盤9・908

14，503

9，750

6，418
重，473

4｝974
4，868

4蟹，986

町
条
治
箇
田
条

日
　
　
　
　
　
　
計

十
中
川
六
吉
下

散
布
す
る
と
よ
い
。
屋
内
の
成
虫
駆

除
は
壁
、
天
井
、
流
し
も
と
、
床
下

納
屋
な
ど
D
D
T
油
剤
を
噴
霧
す
る

と
効
果
が
あ
り
ま
す
。
一
方
こ
れ
か

ら
の
越
冬
害
虫
の
ぽ
く
め
つ
に
つ
い

て
ま
す
小
児
マ
ヒ
の
媒
介
率
が
最
も

多
い
と
さ
れ
て
い
る
、
ゴ
キ
ブ
リ
は

夜
間
活
動
し
警
戒
心
が
強
く
一
寸
の

物
音
や
光
線
で
直
ぐ
姿
を
く
ら
ま
す

と
云
う
厄
介
な
害
虫
で
あ
る
た
め
直

　
　
　
を
か
け
る
と
　
う
こ
と
は
　

響
饗
時
翻
欝
韮

　
O貧

　
　
　
◎幕

　
十
日
町
市
か
ら
四
里
飛
渡
川
の
上

流
、
山
新
田
部
落
の
美
芳
が
、
叶
と
い

輪饗

す
。
適
切
な
処
理
に
依
れ
ば
大
体
十

日
間
位
で
撲
滅
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
尚
、
駆
除
の
方
法
、
薬
剤
の
事
等

詳
細
に
つ
い
て
は
市
衛
生
係
へ
御
相

談
下
さ
れ
ぱ
お
世
話
申
し
上
げ
ま

す
。
　
　
　
　
（
保
健
衛
生
課
）

百
日
咳
、
ジ
7
テ

リ
ア
予
防
接
種

　
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
混
合
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
し
て
第
一
、
二
期
該
当

者
、
ジ
フ
テ
リ
ア
ト
キ
ソ
イ
ド
接
種

と
し
て
第
三
、
四
期
該
当
者
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
給
水
区
域
の
工
事
も
終
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
二
十
二
日
午
後
二
時
か
ら
織
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
舘
で
関
係
者
多
数
を
集
め
て
盛
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
竣
工
式
を
挙
行
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
水
道
は
去
る
三
十
一
年
着
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
工
費
一
億
三
千
万
円
で
現
在
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
三
百
戸
に
給
水
し
て
お
り
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
漸
次
給
水
家
庭
も
増
え
て
計
画
目

水
道
竣
工
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
標
に
近
く
な
っ
て
葡
り
ま
す
。

　
十
口
町
市
の
水
道
は
こ
の
ほ
ど
計

行
政
苦
情
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
行
政
監
察
局
－

て
そ
れ
ぞ
れ
注
射
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
日
、
場
所
は
直
接
該
当
者
に
通
知

し
て
あ
る
ほ
か
、
回
覧
も
さ
れ
て
あ

り
ま
す
の
で
も
れ
な
く
受
け
ら
れ
る

よ
う
お
顔
い
し
ま
す
。

　
尚
、
接
種
料
金
は
第
一
期
六
〇
円

第
二
期
二
〇
円
、
第
三
期
一
〇
円
、

第
四
期
五
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
飛
二
小
学
校
全
景
〕

協
力
的
な
地
域
住
民

　
　
　
　
　
　
　
　
飛
一
一
小
学
校

簑
■
”
”
畦
腿
隔
”
鴨
”
”
器
”
罐
随
”
”
鱒
．
．
簡
隔
躍
餌
”
”
”
”
”
”
腿
7
”
㈹
”
”
・
・
”
盤
服
髄
鳴
”
『
・
”
”
腿
”
”
”
”
”
“
睡
酵
”
讐

　
　
　
　

大
井
田
、
三
年
連
続
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
…
：
…
…
O

第
五
回
市
民
体
育
大
会
は
秋
晴
れ
各
種
競
技
が
展
開
さ
れ
華
や
か
な
応

の
十
日
市
内
高
校
グ
ラ
ン
ド
で
賑
や

か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
村
山
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
つ
づ
い
て
前
回
優
勝

の
大
井
田
チ
ー
ム
か
ら
優
勝
旗
返
還

の
あ
と
ト
ラ
ッ
ク
、
フ
ェ
ー
ル
ド
に

①

～
援
合
戦
も
あ
っ
て
終
日
な
ご
や
が
に

覆
ま
し
た
・
競
技
は
＋
八
チ
去

｝
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
大

井
田
チ
ー
ム
が
三
年
連
続
優
勝
の
偉

業
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。

『
　
各
チ
ー
ム
の
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お

薯
す
6
奔
田
三
九
点
②
中
，

一条
一
二
四
点
③
吉
田
南
一
二
二
点
④

十
日
町
四
区
⑤
川
治
B
⑤
新
座
⑦
十

日
町
七
区
⑧
十
目
町
一
区
⑨
下
条
⑩

六
箇
【
写
真
は
0
優
勝
し
た
大
井
田

チ
ー
ム
②
お
か
あ
さ
ん
ド
ジ
ョ
ウ
つ

か
み
①
つ
な
引
き
④
お
と
う
さ
ん
タ

ル
こ
ろ
が
し
⑤
ム
カ
デ
競
争
】

⑧
警’嘱

　　　　謡
　　　　甲　『　　　　　■　　　　，　　　　　F　『
　　　　』　　　　一　　　』　　　　一　■　　　　一　■　　　　，　■　　　　　甲　　　　　．　『　　　　■　　　　■　　　　『　　　　　」

嘩

う
眺
望
の
よ
い
高
台
に
本
校
が
あ
り

又
越
後
の
大
部
分
を
見
渡
し
得
る
広

々
と
雄
大
の
眺
め
は
仙
境
に
あ
る
と

思
わ
せ
る
．
尚
い
所
に
枯
木
又
分
校
が

あ
る
。

　
こ
の
校
区
の
特
徴
は
地
域
の
方
た

が
学
校
に
対
し
て
非
常
に
協
力
的
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
校
の

現
在
の
敷
地
は
、
大
き
な
山
で
あ
っ

た
も
の
を
三
ヵ
年
間
の
村
民
の
血
と

汗
の
奉
仕
作
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
＼
に
独
立

の
屋
内
体
育
舘
を
建
て
る
こ
と
は
、

地
域
民
の
多
年
の
夢
で
あ
る
。
詔
和

三
十
四
年
に
は
一
戸
当
り
四
千
円
も

負
担
し
て
四
鮭
帯
収
容
の
出
来
る
教

員
住
宅
も
作
っ
た
。
分
校
区
域
で
も

あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
く
学
校
に
協
力
し

て
下
さ
る
。

　
本
校
も
分
校
も
、
へ
き
地
二
級
地

で
地
理
的
、
経
済
的
、
文
化
的
に
恵

ま
れ
て
い
な
い
。
電
話
開
通
の
有
難

さ
を
し
み
じ
み
感
す
る
の
も
此
の
地

域
で
あ
る
。
沿
革
誌
を
見
る
と
今
か

ら
五
十
年
前
よ
り
生
徒
数
が
十
人
も

減
っ
て
い
る
。
戸
数
も
減
っ
て
い

る
。
冬
に
な
る
と
出
ら
れ
る
も
の
は

殆
ん
ど
出
嫁
に
出
る
。
二
、
三
男
対

策
も
大
き
な
問
題
で
を
る
。

　
へ
き
地
教
育
の
振
興
も
大
切
な
問

題
で
あ
る
が
更
に
根
本
問
題
と
し
て

へ
き
地
の
経
済
的
発
展
と
生
活
の
安

定
を
確
立
す
る
政
治
的
の
間
題
も
漸

次
向
上
し
て
ほ
し
い
。

　
教
育
の
．
面
で
は
、
本
校
二
部
分
校

、
一
一
部
複
式
で
職
員
も
生
徒
も
ほ
ん
と

に
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
る
。
複
式

の
長
所
を
生
か
す
と
言
つ
て
も
そ
れ

に
は
限
度
が
あ
る
。
要
は
職
員
生
徒

の
熱
意
と
努
力
で
不
足
分
を
補
っ
て

行
く
よ
り
仕
方
が
な
い
。
中
学
と
併

設
で
あ
る
の
で
西
枯
木
又
か
ら
約
六

キ

ロ
毎
日
通
学
す
る
生
徒
の
骨
折
り
も

大
変
で
あ
る
。

　
上
級
学
校
進
学
者
の
全
然
な
い
年

度
が
時
々
あ
る
。
へ
き
地
専
門
の
育

英
制
度
も
考
え
て
ほ
し
い
。

　
小
人
数
の
欠
点
と
し
て
、
競
争
心

と
学
習
意
欲
が
少
な
い
の
で
あ
ら
ゆ

る
方
法
で
進
ん
で
勉
強
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。
叉
健
康
度
と
体
位
が

低
い
の
で
学
校
養
教
の
先
生
の
配
当

を
受
け
た
の
を
機
会
に
大
い
に
向
上

し
た
い
と
思
う
。
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相
談
下
さ
い
。

一
、
日
時
躍
九
月
二
十
七
日
、
一
日

　
間
（
午
前
九
時
～
午
後
五
時
）

二
、
場
所
”
十
日
町
公
民
舘

三
、
主
催
”
新
潟
行
政
監
察
局
、
十翁’

旧
、
農
業
保
険
、
教
育
、
住
宅
、
衛

生
、
登
記
、
税
金
、
郵
政
、
国
鉄
、

公
社
公
庫
、
補
助
金
関
係
、
そ
の
他

の
藷
問
題
で
す
。

，
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昨
年
十
一
月
地
域
や
子
ど
も
達
の

感
激
と
喜
び
の
中
に
見
事
な
新
校
舎

竣
工
。
旧
麻
畑
と
ニ
ッ
置
の
両
校
舎

を
閉
鎖
し
て
、
年
度
途
中
に
再
び
新

年
度
を
迎
え
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
日
に
備
え
て
学
力
の
実
態
把

握
と
、
進
度
の
調
整
、
そ
れ
に
子
ど

も
達
の
仲
間
づ
く
り
の
諸
法
策
に
つ

い
て
く
り
返
し
討
議
を
重
ね
て
き

お
け
る
子
供
の
動
き
や
考
え
方
を
も

う
一
度
最
初
か
ら
捉
え
直
し
て
み
る

こ
と
。
他
の
一
つ
は
地
域
や
家
庭
と

の
連
絡
を
密
接
に
し
て
進
め
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
以
下
こ
の
二
点
の
中
心

に
そ
の
後
の
歩
み
の
概
略
を
記
し
、

学
校
紹
介
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
く

一
、
子
ど
も
の
実
態
を
探
る
た
め
に

　
◎
子
供
の
動
き
を
み
つ
め
る
。

私
達
は
組
織
す
く
り
は
後
廻
し
に
し

て
、
先
す
子
ど
も
達
が
新
し
い
環
境

に
自
ら
ど
う
を
対
処
し
て
い
く
の
か

を
み
つ
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て

「
子
供
の
本
当
の
考
え
を
知
ろ
う
」

「
子
供
の
素
朴
な
考
え
を
捨
て
る

な
」
と
い
う
こ
と
を
合
言
葉
に
し
た

　
◎
こ
ん
な
子
供
に
し
た
い

の
歩
み

ケ
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一
連
の
行
動
観
察
や
調
査
と
討
議
の

　
結
果
か
ら
い
く
つ
か
の
行
動
傾
向
が

　
浮
び
上
が
っ
て
き
た
。
更
に
父
母
の

　
願
い
や
子
ど
も
の
反
省
を
加
え
て
、

　
い
く
つ
か
の
望
ま
し
い
人
間
像
を
描

　
い
て
指
導
の
根
底
に
据
え
る
こ
と
に

　
し
た
。

　
　
▽
聞
題
を
間
題
と
し
て
感
じ
と
る

　
　
子
供
等
女
。

　
　
◎
動
き
出
し
た
子
ど
も

　
　
短
日
の
間
に
指
導
効
果
が
表
わ
れ

　
る
と
は
毛
頭
も
考
え
な
か
っ
た
が
、

　
次
に
述
べ
る
こ
と
は
何
か
期
待
を
抱

　
か
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
事
の
起
り

　
は
休
憩
時
間
に
六
年
生
が
体
育
舘
を

　
独
占
し
勝
ち
な
こ
と
か
ら
始
ま
っ

　
た
。
そ
れ
は
や
が
て
被
害
者
と
し
て

　
の
三
年
学
級
会
の
問
題
に
な
り
六
年

　
生
へ
強
硬
に
申
入
れ
る
こ
と
に
発
展

　
し
て
い
っ
た
。
「
私
達
が
遊
ん
で
い

　
る
時
、
ピ
ン
ポ
ン
の
玉
が
き
た
の
で

　
拾
っ
て
や
っ
た
ら
、
六
年
生
が
ラ
ケ

　
ッ
ト
で
頭
を
は
た
い
た
。
…
…
あ
の

　
運
動
場
ぱ
君
遠
だ
け
の
も
の
で
な

　
い
。
み
ん
な
の
も
の
だ
。

　
　
こ
れ
を
う
け
た
六
年
生
。
い
ろ
い

　
ろ
言
分
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
「
僕
遠

　
は
今
ま
で
君
達
の
間
で
運
動
場
の
使

　
い
方
が
、
こ
ん
な
に
大
き
な
問
題
に

　
　
　
　
　
　
．
〆

な
っ
て
い
た
こ
と
は
気
づ
か
な
か
っ

た
。
ビ
ン
ボ
ン
に
夢
中
だ
つ
た
の
で

た
し
か
に
ね
っ
こ
に
く
る
奴
は
ポ
カ

ン
と
は
た
い
た
。
反
省
し
て
い
ま
す

か
ら
こ
れ
か
ら
も
が
ま
ん
で
き
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
ら
手
紙
を
下
さ
い
」

　
六
年
生
か
ら
こ
ん
な
返
事
を
も
ら

っ
た
三
年
生
の
作
文
の
越
旨
は
次
の

よ
う
で
あ
っ
た
。

▽
六
年
生
の
こ
と
を
あ
ま
り
悪
く
言

っ
て
わ
る
か
っ
た
よ
う
だ
▽
そ
ん
げ

に
ご
う
ぎ
に
た
た
か
れ
な
か
っ
に
の

に
わ
る
か
っ
た
。

二
、
地
域
と
の
連
を
係
深
め
て

　
◎
学
校
新
聞
「
は
ね
が
わ
」
発
行

地
理
的
条
件
か
ら
学
校
と
家
庭
の
結

び
つ
き
を
図
る
一
助
と
し
て
、
毎
月

二
十
日
に
P
・
T
・
A
教
養
文
化
部

に
よ
っ
て
発
行
し
て
い
る
。
月
々
の

主
題
を
決
め
、
職
員
だ
け
で
な
く
父

母
の
声
や
続
き
璽
話
の
な
ど
も
積
極

的
に
投
稿
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
◎
子
供
祭
り
へ
の
参
加

公
民
舘
と
協
力
し
て
子
ど
も
の
日
を

中
心
に
五
月
い
っ
ぱ
い
か
か
っ
て
部

落
め
ぐ
り
を
す
る
。

◎
P
T
A
の
活
動

統
合
と
共
に
再
発
足
し
た
が
専
門
部

活
動
も
軌
道
に
の
り
、
教
養
文
化
部

は
集
合
毎
に
コ
ー
ラ
ス
を
や
り
、
童

心
に
か
え
っ
て
み
ん
な
で
歌
う
姿
は

美
し
い
。
施
設
部
の
連
日
奉
仕
の
結

果
、
鉄
棒
や
ブ
ラ
ン
コ
も
新
設
さ
れ

補
導
部
の
水
泳
場
設
営
等
着
々
協
力

体
制
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

　
◎
中
学
校
と
の
連
係

幸
い
校
庭
を
共
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

聞
柄
で
あ
り
、
生
治
指
導
体
制
は
も

ち
ろ
ん
今
後
は
学
習
面
に
つ
い
て
も

話
し
合
い
を
深
め
る
も
く
ろ
み
で
あ

る
。
叉
運
動
会
も
毎
年
地
区
民
と
小

中
合
同
の
形
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

三
、
塩
の
叉
分
校

本
校
か
ら
五
、
七
キ
ロ
、
へ
き
地
三
級

の
三
部
複
式
の
分
校
で
あ
る
。
教
育

に
関
し
て
は
極
め
て
積
極
的
な
地
域

で
、
す
べ
て
和
や
か
な
部
落
の
．
閣

議
”
を
経
て
援
助
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
だ
か
ら
私
達
は
P
T
A
会
長

を
文
部
大
臣
と
呼
ん
で
い
る
、
参
観

日
は
父
兄
が
茶
嬉
、
子
持
参
で
時
を
忘

れ
て
＝
名
の
担
当
教
．
師
を
囲
ん
で
語

り
合
う
の
で
あ
る
。

　
〔
六
ケ
小
学
校
全
景
〕
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